
第 26号様式（第 63条関係） 

令和２年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」 

所 在 地 鹿屋市吾平町麓2973番地 

指定管理者 

名 称： ＩＨＵ株式会社          

代表者： 代表取締役 岩満 嵩       

住 所： 宮崎県都城市上町14街区21号   

連絡先： 0986-77-7280           

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（毎月） 

●その他（意見箱設置） 

●事業決算の確認（４月） 

●利用者アンケート（なし） 

 

担当部課 

（問合せ先） 
農林商工部商工振興課  電話0994-31-1164  内線 3243 

 

【モニタリングの総合評価】 

・入浴施設や屋外運動施設では、幅広い年齢層の市民が健康増進と交流の拠点として

利用しており、施設の設置目的を果たしている。 

・コロナ禍という厳しい状況の中、徹底した感染予防対策を講じ、利用者の確保に努

めたが、国の緊急事態宣言に伴う休業等の影響もあり、利用者数は減少した。 

・従業員のシフト調整など業務内容の見直しを行い、経費削減に努めた。 

（利用者数の推移） 

年 度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 166,013人 129,855人 147,050人 166,575人 130,403人 

前年度比 13,067人 △36,158人 17,195人 19,525人 △36,172人 

 

 

 

【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

・新型コロナで減少した利用者を増やすための取組 

・指定管理受託施設（ねじめ温泉ネッピー館）との連携事業の構築 

・業務見直し等による歳出経費削減 

・アンケート調査等による利用者のニーズ把握 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

・新型コロナで減少した利用者を増やすための取組 

・施設の老朽化に対する対応 

・今後の施設の在り方 

 

 

 

 



⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

① 合目的性・公平性・効果性 

・幅広い年齢層の市民が健康増進と交流の拠点として利用しており、入浴施設などで

は、市民の平等な利用の確保がなされている。また、物産コーナーなどが設置され、

地域の魅力を発信できる施設となっており、施設設置の効果は発揮されている。 

⑵業務内容 

① 機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

・地域でのイベントに対して、無料入浴券の提供や本社で作成しているフリーペーパ

ーでの施設紹介を行うなど、利用促進を図っている。 

・半年パスポートの発行やグラウンドゴルフ大会の開催など、利用者の定期的な利用

を促進するための事業や地域貢献活動を行っている。 

② 責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

・運営体制として、日々の業務に、責任者(館長もしくは副館長)１名、フロント２～

３名、清掃４名(客室１名・施設１名・浴室２名)、レストラン２名(料理長含む)、

夜間警備１名を配置している。毎朝、現場責任者を含めミーティングを行い、職員

間の連携を深めるなど、施設の円滑な運営がなされている。 

・トラブルや事故時の対応、危機管理等、普段から報連相の徹底に努めており、危機

管理やリスクマネジメントに対する責任と役割に応じた運営がなされている。 

③ 明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

・施設内の事務所で、毎月の出納帳の管理、鹿屋市への月次報告、収支内訳書の作成

等を行っており、領収書などの証拠書類も適正に処理され保管されている。 

④ 安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

・組織体制や緊急時連絡網等を作成し、緊急時の対応・安全管理を行っている。 

・災害訓練の実施・消防計画書の作成等を行うとともに、避難訓練を実施するなど災

害時の対応に備えている。 

・日々の塩素や温度管理・測定を確実に行い、安全管理に努めている。 

・新型コロナ感染対策として、空気清浄機の設置や徹底した消毒作業に努めるととも

に、マスクを着用していない利用者への無償配布などの取組を行っている。 

⑤ 社会性（環境等への配慮） 

・木質チップボイラーをメインボイラー、重油ボイラーをサブボイラーとして運用さ

せることで、二酸化炭素排出量を削減するとともに、本市の地域資源である森林の

有効活用に努めている。 

・会社独自で設備調査や季節ごとにボイラーの出力や運転時間をこまめに調整するな

ど、燃費効率の改善に努め、省エネに取り組んでいる。 

⑶事業収支 

① 経済性 

・毎月、部門ごとの収支を確認し、運営体制の見直しに努めている。 

・新型コロナによる大幅な収入の減少に対して、人件費や光熱水費など歳出経費の削

減や利用者の確保に努力しているが、大幅な赤字となっている。 

⑷団体の経営状態 

① 経営の健全性 

・本社は、主にイベントやフリーペーパーの事業を営んでおり、新型コロナの影響を

受けている。 



第 27号様式（第 63条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」 所 管 課：商工振興課 

所 在 地 鹿屋市吾平町麓2973番地 設置年月日：平成10年12月 

設 置 目 的 市民の健康増進と福利厚生を図り併せて交流の拠点となり、市の活性化・

定住促進に資する。 

設置の根拠 

（法令、条例等） 
鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 20,110㎡ 

延床面積 2,812㎡ 

《有料》 

 浴場・研修宿泊施設・会議室・屋外スポーツ施設（照明） 

《無料》 

 ロビー・くつろぎの間 

事 業 概 要 （１）交流センターの使用許可等に関する業務 

（２）交流センターの維持管理に関する業務 

 

２ 経営分析評価指標 

① 事業収支 △23,070千円 ④外部委託費比率 5.9％ 

②利用料金比率 61.4％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 646.1円/人 

③人件費比率 40.3％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 31.8円/人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 341日（休館２回／月） 339日 

開館時間 7:00～22:00 7:00～22:00 

事業開催 年６回～ 年４回 

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

施設利用 

人数 

浴  場 ─  123,688人 

宿  泊 ─  1,801人 

会 議 室 ─  471人 

屋外施設 ─  4,443人 

計 ─  130,403人 

相談件数 ─  ─  

講座参加者数 ─  ─  

合 計 ─  130,403人 

  



５ 事業収支                   （単位：千円） (税込) 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

利

用

料

金 

入 浴 料 30,932 27,910 

宿 泊 料 

30,624 

8,607 

会 議 室 299 

屋 外 施 設 735 

小  計 61,556 37,551 

そ

の

他

収

入 

物 産 品 販 売 

45,584 

10,817 

自 動 販 売 機 936 

レストラン収入 7,358 

雑 収 入 373 

指 定 管 理 料 4,191 4,148 

小  計 49,775 23,632 

収 入 計 （ Ａ ） 111,331 61,183 

人 件 費 46,750 33,939 

光 熱 水 費 13,728 12,380 

修 繕 料 1,100 879 

管 理 費 38,962 30,442 

委 託 料 5,247 4,982 

公 租 公 課 33 41 

そ の 他 1,650 1,590 

支 出 計 （ Ｂ ） 107,470 84,253 

収 支 

（ Ａ ） － （ Ｂ ） 
3,861 △23,070 

 

 

 

 

 

 



第 28号様式（第 63条関係） 

指定管理者自己評価表 

令和３年６月１０日 

 

指定管理者  ＩＨＵ株式会社   

 

施 設 名  湯遊ランドあいら  

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ３・○2・１ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ３・○2・１ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ３・○2・１ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ３・○2・１ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ３・○2・１ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めている

か 
○3・２・１ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初

動対応要領の作成等） 
３・○2・１ 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 

質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ○3・２・１ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ○3・２・１ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ○3・２・１ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ３・○2・１ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ３・２・○1  

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告している

か 
○3・２・１ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・２・○1  

15 事業収支は妥当であるか ３・２・○1  

総 合 

評 価 

(所感) 

コロナ禍に於きまして、運営していく上で細心の注意を怠らない様にしながらの一年

でした。スタッフの代表の方には【コロナコンシェルジュ】の資格を習得して頂き、お

客様対応及び施設内換気、消毒、マスクの無料配布を行い、コロナ対策の徹底を行いま

した。 

 運営も【非常事態宣言】【外出自粛】等々又宿泊及び宴会のキャンセルが相次ぎ、か

なり厳しい営業となり、固定費削減の為、シフト調整や固定費削減施策を行い、様々な

検証を繰り返しある程度の回答を得た一年でした。 
【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 

 


